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研究テーマ（発表タイトル） 

レジ前が勝負！売上 UP へのミッション ～その商品、ホントに見えている？～ 

 

※必ず＜企画シート作成上の注意＞を確認してから、ご記入をお願いいたします。 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

 消費者が買い物をするとき、消費者の 50%はレジ前の商品を購入する意向があるにも関わらず、実際には全体の 20%しか

購入する人がいない。レジ前に置かれている商品は、一番目につきやすく、購買につながりやすいと考えられる。しかし、そのような

場所でありながら実際に購入されている率は少ないことから、私たちの研究では、どのようにすればレジ前に置かれている商品が消

費者の目に留まり、かつ購入までいきつくことができるのかを検証する。その結果をもとに、レジ前の商品が売れるために店側がどの

ような工夫をすべきかを提案する。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

 先述したようなことが実際に起こっているのか検証するため、学内にあるカフェに協力していただき、4 日間レジ前に飴を置いて実

験を行った。この実験は、カフェのレジ前に飴を置き、自由に持って行ってもらうという内容である。 

   



 

学生 92 人へのアンケート調査の結果、「レジ前の飴に目がいったか」で「はい 70%」、「飴を手に取った」で「はい 30%」という結

果だった。私たちが行ったこれらの実験とアンケート結果は、先行研究と同じような結果であった。これにより、現状では消費者の

注意を引き付ける力がまだ弱いことがわかる。また、アンケート調査により、レジ前の商品が目についているにも関わらず、実際によ

く購入すると答えた人は 3%と僅かであったこともわかった。 

３．研究テーマの課題 

  『レジ前にはどんな商品が置いてあるのか』近畿のコンビニエンスストア 50 店舗調査。 

（レジ前の定義を『レジが置いてある台＋レジ台に接している什器』とした。） 

 

調査の結果、何も置いていない店舗もあったが、その他の店舗のレジ前には上記のような商品が置いてあった。実際に様々な店

舗を調査し、レジ前でどのような商品陳列を行っているかを検証したところ、ただ商品を置いてあるだけ、並べてある商品が多くて

見にくい、何も置いていないなど、問題点を発見できた。以上より、レジ前の環境改善をすることで、商品を消費者の目につきやす

くし、店の売上を上げることを課題とする。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

 消費者が商品を認知してから購買するまでの行動モデルである AIDA の法則を用いて、レジ前の商品の購買意欲を高めるアプ

ローチの方法を考察した。AIDA の法則とは、Attention（注意）→ Interest（関心）→ Desire（欲求）→ Action

（行動）の頭文字を取ったもので、細かく分けると４段階ある。先述したことから考察すると、第１段階の Attention(注意)を

引くところから店のアプローチが弱いことに気付き、AIDA の法則１段階ずつの改善策を検討することを課題解決策とした。そこで

私たちは、実際にレジ前の商品で色彩の効果や言葉、商品の配置を変えて、どのやり方が一番消費者の目に留まり、購買にま

でいきつくか実験した。 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

① レジ前にはどんな商品が置いているのか、実際にコンビニ 50 店舗をまわって調査 



② 本当に消費者はレジ前商品に目がいくのか学内のカフェでアンケート調査（92 人、期間：4 日間） 

③ 大学にあるセブンイレブンさんにご協力いただいて、商品の配置・ポップの色・言葉を要素としてレジ前にチョコを置いて実験

（期間：10 日間） 

６．結果や今後の取り組み 

私たちの検証結果から、「レジ前」に配置し販売促進を行うことで、「レジ前」でなく普通の陳列棚に並べていた場合よりも、同じ

商品の売れ行きに約 3 倍の増加が生じた。この結果は学内のコンビニだけでなく、学外のコンビニでも有用性があると考えられる。

また、今回の調査は大学生を対象としたものだが、この結果をもとに他の世代においても応用できると考えられる。今後は、今回

の調査結果を協力していただいた店舗に伝え、売上改善のためのレジ前配置方法を提案したい。 
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西日本インカレ事務局への連絡事項 

 

＜企画シート作成上の注意＞ 

※本企画シートは、「日本語」で書かれたものとし、1 チーム・1 点提出してください。 

※本企画シートの項目に沿って、ご記入をお願いいたします。各項目に文字数制限はありませんが、1~7 以外の項目を追加することは「不可」とさせていただきます。 

※本企画シートは、西日本インカレ事務局への連絡事項と企画シート作成上の注意を含め、3 ページ以内に収めてください。事務局から審査員に渡す際は、A4 サイズでプリントし、

3 ページ目までを渡します。 

※企画内容は、未発表の（過去に他誌・HP などに発表されていない）ものに限ります。ただし、学校内での発表作品は未発表扱いとなります。 

※商品写真、人物写真、音楽などを掲載・利用する場合、必ず著作権、版権の使用許諾を得てください。日経 BP 社・日経 BP マーケティング社は一切の責任を負いません。 

※書籍や新聞等の文献から引用した場合は、出典先（使用した文献のタイトル・著者名・発行所名・発行年月など）を明記してください。統計・図表・文書等を引用した場合も

同様に明記してください。また、Web サイト上の資料を利用した場合は、URL とアクセスした日付を明記してください。 

※電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 

※その他、注意点については「企画シート・パワーポイントの作成および提出について」をご参照ください。 


